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五味政信

口頭発表予稿集

　（1）「専門教員との連携一そのあり方を探る一（2）」『第2回專門日本語教育研究会研究

討論会発表要旨集』6、専門日本語教育研究会、2000．3

三技令子

論文

　（1）「提題の「ってば」「ったら」一「珠美ったら、無茶言わないでよ」r　r一橋大学留

学生センター紀要』2号、1－l1、一橋大学留学生センター、1999．8

報告昏

　（1）『日本語能力試験の概要1999年版（1998年度試験結果の分析）』（野口裕之、青木惣一

他9名と共著）、国際交流基金、（財）日本国際教育協会、2000．3

　（2）「第4章　試験間題の内容と分析　2．聴解」『平成10年度日本語能力試験分析評価

に関する報告書』133－145、国際交流基金、（財）日本国際教育協会、2000．3

　（3）『Can－do・statements調査報告一日本語能力試験の妥当性を検証する試み一』6－12，

42－43、日本語教育学会、国際交流基金、1999．6

口頭発表予稿集

　（1）“Verifying　the　Validity　of　the　Japanese　Language　Proficiency　Test　Using

Can－do－statements”32，The21s㌦aηguage　Tesf1ηg　Researcll　Co〃oqu1um　Program

aηd地s脆cf8　（21回言語テスト国際会議）、Thelntemationa1LanguageTesting

Association，The　Japan　Language　Testing　Association，1999．7

敦科■

　（1）『専門分野の語彙と表現　経済学・商学編』（今村和宏・西谷まりと共著）一橋大学

経済学研究科、2000．3

今村和宏

教科口

　（1）『専門分野の語彙と表現　経済学・商学編』（三枝令子・西谷まりと共著）一橋大学

経済学研究科、200013
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西谷まり

報告膏

　（1）「日本語を教える一国際化する教育の現場一」『群馬大学教育実践研究』（所澤潤、石

田孝子、井上京子と共著）第17号、2000．3

教科言

　（1）『専門分野の語彙と表現　経済学・商学編』（三枝令子、今村和宏と共著）、一橋大学

経済学研究科、2000．3

庵功雄

諭文

　（1）「テキスト言語学の観点から見た談話・テキスト研究概観」『言語文化』36号、3－

19、一橋大学語学研究室、1999．12

石黒圭

論文

　（1）「否定表現の文脈依存性」『一橋大学留学生センター紀要』2号、13－23、一橋大学留

学生センター1999．8

　（2）「逆接の基本的性格と表現価値」『国語学』198集、114－129．1999．9

　（3）「並立の予測一予測の読みの一側面r『国語学研究と資料』23号、13－24、早稲田

大学国語学研究と資料の会、1999．12

教科冒

　（1）「文章を書く」中村明代表編『テキスト日本語表現一現代を生きる表現行動のため

に一』46－77、明治書院、1999．12

田中宏

論文

　（1）「外国人学校生の大学受験　門戸は開いたか」『世界』99年9月号、26－29、岩波書店、

1999．9

　（2）「日本社会の多民族化と法システム」『法社会学』52号、l13－l19、有斐閣、2000．3

　（3）「日本における民際学研究の一課題にっいて」『経済学論集』39巻4号、137－157、龍

谷大学、2000．3
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（4）「日本の戦後補償における内側と外側」『人権年報』26号、28－33、桃山学院大、2000．3

憤田雅弘

論文

　（1）「留学生支援システムの最前線」『異文化間教育』13号、4－18、異文化間教育学会、

アカデミァ出版会、1999．5

水野治久

著昏

　（1）『ホームステイハンドブックーホストファミリーと運営担当者のために一』（JAFSA

ブックレットシリーズ①）（佐々木ひとみと共著）アルク、1999．7

論文

　（1）「被援助志向性、被援助行動に関する研究の動向」（石隈利紀と共著）『教育心理学研

究』47巻、4号、530－539、日本教育心理学会、1999．12

　（2）「外国人研修生の異文化適応に関する縦断的分析」（佐々木ひとみと共著）『日本語国

際センター紀要』1O号、1－16、国際交流基金日本語国際センター、2000．3

報告書

　（1）『留学生のソーシャルサポート、被援助志向性及ぴ適応に関する研究』平成10年度

～l1年度　文部雀科学研究費研究成果報告書、2000．3

岡野宏次

論文

　（1）「教育」、日本アメリカ文学・文化研究所編　『American　Cu1tureアメリカ文化ガイ

ド』、149－178、荒地出版杜、2000

永井友香

報告冒

　（1）『留学生の日本人に対する意識変化とその影響要因としての地域の役割について』、

1997年度JAFSA調査・研究助成プログラム報告書（研究代表者永井友香）、2000．3
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河野理恵

論文

　（1）「『異文化コミュニケーション』としての『日本事情』一エスノメソドロジーからの

示唆一」『21世紀の「日本事情」一日本語教育から文化リテラシーへ』創刊号、くろしお出

版、1999，lO

教官の学外活動

松岡　弘　1999．8～2000．1オーストリア、ウィーン大学日本学研究所における「社会科

学日本語」の共同研究及び言語教育理論の比較研究

酉谷　まり　1999．8．22～9．14ベトナム、フンヴォン大学における日本語教育及びドン

ズー日本語学校における日本語教師教育

留学生センター関連出版物

1．『Bridges』11（1999．7）、12（199b．12）、一橋大学留学生センター

　　（1996年4月以降）

　　『Bridges』　4　（1996．4）、　5　（1996．6）、　6　（1996．12）、　7　（1997．7）、　8　（1997．12）、

　　9（1998．7）、10（1998．12）、一橋大学留学生センター

2．『一橋大学留学生センター　紀要』第2号、一橋大学留学生センター、1999．8

3．『専門分野の語彙と表現　経済学・商学編』、三枝令子、今村和宏、西谷まり

　一橋大学経済学研究科、2000．3
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